
論文

一　はじめに

中国近代における宣講について

阿部　泰記

　「宣講」とは本来「聖諭」（明太祖「六諭」、清仁祖「聖諭六訓」、清聖祖「聖諭十六条」）を読論し

解説することであったが、清末の宣講所においては「聖諭」だけではなく、加えて新学や政策に関す

る宣講も行われた。また民国時代には社会教育の一環として識字・迷信・衛生などに関する知識教育

の宣講が白話講演・説唱・演劇・歌謡形式によって行われた。本稿では清末から中華民国に至る近代

における宣講が「聖諭」宣講を継承しながら、近代文化に関する知識の伝授にも主眼を置くようにな

り、識字率の低い時代にあって、白話講演形式や、民間芸能形式を採用して効果的に行われたことに

ついて資料を用いて論じてみたい。

二　清代末期の宣講

　光緒三十二年（一九〇六）の「学部奏定勧学所章程」（『学部奏盗輯要』1巻一）には、伝統的な宣

講の儀式は踏襲しながら、その内容に国民教育、修身、歴史、地理、格致などのやさしい学問や白話

新聞も加えるとしている。

一、実行宣講。各属地方一律設立宣講所、遵照従前宣講「聖諭広訓」章程、延聰専員、随時宣講。

其村鎮地方亦応按集市日期、派員宣講。一切章程規則、統帰勧学所総董経理、而受地方官及巡警

之監督。一宣講、応首重聖諭広訓。凡遇宣講聖諭之時、応粛立起敬、不得解怠。一忠君、尊孔、

尚公、尚武、尚実五条諭旨、為教育宗旨所在。宣講時、応反復推閲、按条講説。其学部頒行宣講

各書、及国民教育、修身、歴史、地理、格致等浅近事理、以迄白話新聞、概在応行宣講之列。……

一宣講員、由勧学所総董延訪、呈請地方官札派、以師範畢業生及与師範生有同等之学力、確系品

行端方者為合格。如一時難得其人、各地方小学教員亦可分任宣講之責。……一宣講附在勧学所、

或借用儒学明倫堂及城郷地方公地、或賃用廟宇、或在通衝。……（宣講を実行するために、各地方は

一律に宣講所を設立し、従前の宣講「聖諭広訓」章程により、専員を招聰して、随時に宣講する。村鎮地方でも

集市の日に応じて、人を派遣して宣講する。一切の章程規則は、勧学所の総董経理が責任を持ち、地方官及び巡

警の監督を受ける。宣講は、「聖諭広訓」を重視する。凡そ聖諭宣講の時には、厳粛に起立して敬意を表し、怠

慢であってはならない。忠君、尊孔、尚公、尚武、尚実の五条の諭旨は教育の主旨であり、宣講の時には反復し

て説明し、一条ずつ講説すべきである。学部が頒行した宣講の各書、及び国民教育、修身、歴史、地理、格致等

の浅近な道理、白話新聞も、概ね宣講の列に置く。……宣講員は、勧学所の総董が探し、地方官に文書で派遣を

要請し、師範卒業生及び師範生と同等の学力を有し、確かに品行方正な人物を合格とする。もしすぐに得難い場

合は、各地方の小学校教員も宣講の責任を分担する。……宣講は勧学所に属し、儒学明倫堂及び城郷地方の公地
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を借用したり、廟宇を賃貸したり、街路で行ってもよい。　・・）

　また同年の「学部通行各省宣講所応講各書文」（『大清光緒新法令』2第十三冊）には、宣講所で講

じられる対象は、『教育宗旨』3、『各省勧学所章程』4、『学堂章程』5、『巡警官制章程』6、『人譜類記』

7、『養正遺規』8『訓俗遺規』9、『勧学篇』10、『国民必読』ll、『民権相安』、『警察白話』、『欧美教育

観』12、『児童教育鑑』13、『蒙師箴言』14、『魯濱孫漂流記』15など、伝統的な内容に加えて近代的な内

容のものが選ばれている。

査宣講所的設、所以開通民智、啓導通俗、収効甚捷、応一律速設。惟開緋伊始、或宣講不得其人、

或有其人而所講非純正浅顕之書、易滋流弊。現在本部悉心選択、男単開列。除「聖諭広訓」已経

奏明応由各処敬謹宣講外、其余各書亦均干通俗教育深有稗益。……書単・・教育宗旨、各省勧学

所章程、学堂章程、巡警官制章程、人譜類記、養正遺規、訓俗遺規、勧学篇、国民必読、民権相

安、警察白話、欧美教育観、児童教育鑑、蒙師箴言、魯濱孫漂流記、……（宣講所の設置は、民智

を開通し、啓発は通俗的にし、効果を早急にあげるため、一律に速やかに設けるべきであるが、開始したばかり

で、宣講に人材が得られなかったり、人材はあっても講じる書がわかりやすい書でなかったりして、弊害が生じ

やすいので、いま本部が意を尽くして選択し、別に目録を作った。『聖諭広訓』はすでに各所で恭しく宣講すべ

きことを上奏したが、そのほかの各書も等しく通俗教育に稗益するものである。……目録・・教育宗旨、各省勧学

書章程、学堂章程、巡警官制章程、人譜類記、養正遺規、訓俗遺規、勧学篇、国民必読、民権相安、警察白話、

欧美教育観、児童教育鑑、蒙師箴言、ロビンソン漂流記、……）

　たとえば河北省蔚県の場合、一九一四年に宣講所が設けられ、流動宣講員が新政府の綱領や政策、

法令を群衆に解説し宣伝した。なお一九三三年には、宣講所は民衆教育館に改組され、もっぱら時宜

を宣講することになった。同時に館内は閲覧、講演、板報、遊芸、陳列部門に分かれ、群衆に各種の

娯楽活動の場所を提供した。一九四九年には民衆教育館は文化館となった。周清渓「簡述宣講所与民

衆教育館」（一九九〇、蔚県〔河北〕文史資料選輯第四輯）には次のように述べている。

一九一四年、蔚県当局在見城儒学廃署内開辮蔚県第一個宣講所。辮所的宗旨為・・宣講時事政治、

提高群衆文化素質。宣講所内配備流動宣講員六人、負責下郷宣講。当時、民国政府剛剛代替了満

清王朝的統治、国家処干変革時期、新的綱領、方略政策、法令亟需向群衆宣伝講解。……一九三

三年、蔚県各鎮的宣講所均改組為「民衆教育館」、……負責宣講時島館内分閲覧、講演、板報、

遊芸、陳列等部。訂有報紙、雑誌、供群衆閲読。備有各種棋類、楽器与兵兵球等、為群衆提供了

豊富的文化娯楽活動的条件。一九四九年十一月、蔚県民衆教育館更名為蔚県文化館。（一九一四年、

蔚県当局は現城内の儒学や廃署内に蔚県で初めての宣講所を開設した。開設の主旨は、時事政治を宣講し、群衆

の文化素質を向上させることであり、宣講所内に流動宣講員六名を配備し、郷鎮に下って宣講する責務を負わせ

た。当時、民国政府が満清王朝の統治に交替したばかりで、国家は変革の時期にあったため、新たな綱領、方略

政策、法令を速やかに群衆に宣伝し講解する必要があった。……一九三三年、蔚県の各鎮の宣講所は均しく「民

衆教育館」に改組され、……時宜を宣講する責務を負った。館内は閲覧・講演・掲示板・遊芸・陳列等の部に分

かれ、新聞・雑誌を定期購読し、群衆の閲読に供し、各種の棋類・楽器と卓球等を設備し、群衆に豊富な文化娯

楽活動の条件を提供した。一九四九年十一月、蔚県民衆教育館は「蔚県文化館」と改名した。）
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三　民国時代の宣講

　宣講は民国時代に入って社会教育の一環として行われた。民国元年（一九一二）に教育部は社会教

育司を設置し、民国四年には「通俗教育研究会」を設立した。その後、各地に陸続と通俗教育機構が

設立され、そこでは講演形式のほか、説唱形式や演劇形式など、民衆が親しめる方式によって社会教

育が行われていった。16当時の社会教育に関しては以下のような資料が見られる。

①漸江風俗改良淺説　第一編（宣統二年、一九一〇、漸江官報兼印刷局代印）

　漸江提学使哀嘉穀（一八七ニー一九三七、雲南石屏人）編。「例言」には、

一宣講本遵　部章、首重『聖諭広訓』、凡応勧応戒之事、包括靡遺。」（宣講は本来学部の章程を遵守

　して、まず『聖諭広訓』を重視し、凡そ勧めるべく戒しめるべき事は、遺すことなく包括する。）

一所輯各稿、意在分布各郷、使老嘔都解、故極浅俗。至宣講員宣講時、不妨援引古事、随時参入。

　翼郷愚有所則効。」（編輯した各稿は、各郷に配布して、老姫でも理解できるよう極めてわかりやすく表現

　する。宣講員が宣講する時には、援引した古事を随時に参入させても差し支えない。郷愚に効果があることを

　期する。）

　と述べ、『聖諭広訓』をはじめとして、老人にも分かりやすい宣講を行うよう指導している。主た

る目録は、「勧読書」（仁銭勧学所）、「勧識字」（同上）、「勧勤倹」（同上）、「勧信実」（同上）、「勧尚

武」（仁銭教育会）、「勧衛生」（仁銭勧学所）、「戒早婚」（於潜勧学所）、「戒迷信風水」（余銚勧学所）、

「戒演唱淫戯」（同上）であり、近代的な道徳観念を養成する主旨の白話講演を掲載している。ちな

みに「戒演唱淫戯」では宣講の手段ともなる演劇は忠孝節義を上演すべきだと述べる。

宣戯曲的縁起、本来為勧世上一般人、倣出忠孝節義来、……不過現在的戯、眼所見、耳所聞的、

淫戯居多。……我還記得先儒王陽明先生也曽論及。17（戯曲の縁起は、本来世上一般の人に忠孝節義を

行うよう勧めるためであるが、……現在の演劇は、眼に見るもの、耳に聞くもの狼褻な劇が多い。……私は先儒

王陽明先生もかつて論及されていたと記憶している。）

②漸江各県宣講稿（民国年間刊）18

　「例言」には、『風俗改良浅説』に掲載されている従前の勧学所・教育会の宣講稿は優れてはい

るが重複するためここには収録せず、「実業」と「教育」が今日の救国の要務であることに注目し

た「講稿」（宣講原稿）や、知識を開通し風俗を改良する主旨を述べた講稿を分類して収録したと

述べている。

、本編以民国成立後各県新編講稿為限。従前勧学所・教育会的宣講稿儘多佳稿、惟已有清宣統

　二年秋間前提学使哀嘉穀編印之『風俗改良浅説』可以参考、玄玄不關入。（本編は民国成立後に各

　県が新たに編集した講演原稿だけに限る。従前の勧学所・教育会の宣講原稿はよい原稿が多いが、すでに清

　宣統二年秋に前提学使の哀嘉穀が編印した『風俗改良浅説』19が参考になるため、ここには掲載しなかった。）
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、共和国人民、最忌争権利而忘義務、而実業与教育尤為今日救国之要務。各県講稿、注意於此

　者頗多。故選輯較詳。其余関於開通知識改良風俗等事、亦以次類列。（共和国の人民は、最も権

　利を争い義務を忘れることを忌み、実業と教育は尤も今日の救国の要務である。各県の講稿は、これに注意

　したものが頗る多い。故に選輯もやや詳しい。その他、知識を開通し、風俗を改良する等の事も、また順次

　分類して配列している。）

　目録には、従来の家庭教育に加えて、自由・平等・実業・衛生・警察・天文・地理・教育などに関

する知識を有する近代人を育成するための社会教育の宣講題目七十篇を列挙する。

「説宣講原因」（宣講の由来）〔余杭〕、「説共和大意」（共和の大意）〔昌化〕、「説国民常識」（国

民の常識）〔省城〕、「説勿信謡言」（デマを信じない）〔省城〕、「説人民義務」（人民の義務）〔昌

化〕、「説振興実業」（実業を振興する）〔昌化〕、「説改良農業」（農業の改良）〔潜山〕、「説予防虫

害」（虫害の予防）〔薫山〕、「説改良蚕糸」（養蚕の改良）〔呉興〕、「説種植之利」（植栽の利）〔繕

雲〕、「説改良風俗」（風俗の改良）〔奉化〕、「説注重衛生」（衛生の重視）〔省城〕、「説警察原因」

（警察の由来）〔龍游〕、「説日月食」（日食・月食）〔崇徳〕、「説公徳」（公共道徳）〔紹興〕、「説

自立」（自立）〔徳清〕、「説中国地理」（中国の地理）〔龍游〕、「説世界大勢」（世界の大勢）〔義烏〕、

「釈自由」（自由）〔南田〕、「釈平等」（平等）〔南田〕、「釈衛戌」（防衛）〔省城〕、「勧愛国」（愛

国）〔龍泉〕、「勧入学」（進学）〔紹興〕、「勧女学」（女子の学問）〔浦江〕、「勧家庭教育」（家庭教

育）〔鄭県〕、「勧勤倹」（勤倹）〔龍游〕、「勧息訟」（訴訟を止める）〔昌化〕、「勧放足」（纏足の開

放）〔雲和〕、「勧破除迷信」（迷信の打破）〔天台〕、「勧社会親愛」（社会の親愛）〔奉化〕、「勧対

外有礼」（外国への礼儀）〔奉化〕

　この中で「説宣講原因」〔余杭〕では、国民の識字率が低いため省政府の命を受けて宣講所を設立

し、近代知識を白話で宣講するとし、宣講とは通知と解釈の意味だと説明する。

今日自北二区宣講所設立的日子。甚麿叫倣宣講所鳴……這宣字、同通知一様的意思……講字、

同解釈一様的意思。……因為我椚民国識字的恨少、不識字的太多。……所以想起這個法子来、補

救他不読書不識字的壊処、由省城長官責成各県各郷鎮、設立宣講所、央我椚来当講員、所有事体

用白話向諸位宣講宣講、諸位自容易聴得明白了。（今日は自ら北二区の宣講所の設立の日である。何をも

って宣講所と言うか。……「宣」は通知と同じ意味である。……「講」は解釈と同じ意味である。……我々の民

国には字を知る者が非常に少なく、字を知らぬ者が非常に多い。……よってこの方法を考案して、読書せず字を

知らぬ欠点を補うため、省城の長官が各県各郷鎮に命じて、宣講所を設立させ、我々が宣講員に要請され、あら

ゆる事を白話で各位に宣講し、各位も自ら容易に理解するのである。）

　また「説改良風俗」〔奉化〕においては、宣講に活用される演劇は、忠孝節義の歴史を上演するも

のであって、淫狼な内容の劇を上演して風俗を破壊すべきではないと述べている。

一 日、戯文。戯文本是勧化人民的。把忠孝節義的歴史演出来与人看看。但近来的戯、只有壊処、

没有好処。……我想有戯無戯、神道断不計較的。這個倣戯的銭、還不若倣了実在有益事情罷。（演
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劇はもともと人民を教化するものであり、忠孝節義の歴史を上演して人に見せるものであるが、近来の劇は悪い

ものばかりで良いものはない。……私が思うにそういう劇はあっても無くても神は決して気にしないであろう。

そういう劇を上演する金があったら別に実に有益な事をすればよいであろう。）

③通俗教育事業設施法（民国元年〔一九一二〕十月）2°

　日本通俗教育研究会原著。中華通俗教育研究会訳印。21「訳述本書之旨趣」には、本書が日本に

おいて「空前の書」であり、訳して本国の人に餉（おく）るという。22第九章「通俗教育と興行物」

では、「演劇」「寄席」「活動写真」「お伽芝居」などの興行物が観客を感化する力が大きく、上演内

容には十分に考慮すべきであることを説く。23

社会教育として、就中教化上最も大なる力を以って居るものは、興行物である。例へば、勇壮活

溌なる動作を見るときは、自ら勇気を起して、快活に感ずるけれども、之と反対に淫狸野卑の動

作を見るときは勇気を失ふばかりでなく、柔弱淫靡ならしむるのである。……その他の興行物に

至っても、人々の感情を養ふ上に、非常に関係のあるもの故、呉々も注意する所がなければなら

ぬ。

④社会教育白話宣講書（民国元年〔一九一二〕十二月）24

　残本。上海国民教育実進会25編。商務印書館。幹事沈亮繁述「組織社会教育宣講団編輯白話宣講

書縁起」（民国元年六月）には、社会教育は就学者以外には及ばない学校教育に対して提唱された

ものであり、通俗的な宣講を実行することが重要だと主張し、フランスが普仏戦争でプロシアか

ら受けた国辱を劇場で上演したため愛国心を高揚させることができたこと、日本が演説によって

尊皇擾夷を実行したことを好例として示す。

昔法蘭西之被創於普魯士也、喪師失地、賠償兵費、普国駐兵挟制、要之以城下之盟、及既言和、

法国智謀之士、忠義之民、即大開劇場影戯場、描摩国恥戦敗之状、以警醒一般国民、激刺其脳筋、

而発起其愛国報恥之心。（昔フランスがプロシアに傷っけられ、軍と地を失い、軍事費を賠償し、プロシアが

軍隊を駐留させて制圧し、城下の盟を求めた。和議に及んで、フランスの智謀の士、忠義の民は、すぐに劇場・

影戯場を開いて、国恥・戦敗の惨状を描写し、一般国民を覚醒させ、その脳を刺激して、その愛国報恥の心を興

させた。）

昔日本痛外侮之日偏、国権之喪失、政令之不一也。薩長二藩、首創尊皇懐i夷之説、一時忠義之士、

不慨舌徹唇焦、奔走演説、以感動全国人士之心、義憤之気、溢於三島、卒推翻徳清氏而復日皇之

位。（昔日本は外国の侮辱に日々逼られ、国権が喪失し、政令が一ならず、薩長二藩が、はじめに尊皇懐夷の説

を唱え、忠義の士は舌が破れ唇が焦げても、奔走して演説し、全国の人士の心を感動させ、義憤の気が三島に溢

れ、ついに徳川幕府を転覆させ天皇の時代を復活させた。）

　「組織社会教育宣講団章程」の四「進行手続」には、識字者の少ない時代において簡単な小説や

改良した歌謡が社会教育に有効であること、改良説書社を組織して弾唱家が不健康な内容を上演し
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ないよう取り締まること、改良劇本を創作して説書者や弾唱者が人心を感動させる忠孝節義の内容

を上演する材料を提供することを主眼としている。

（四）多作薄本小説及改良歌謡、以備叫売朝報人及1罷小書擁者営生之用、毎本告十文二十文不等、

専為識字極少之設26法。（薄本の小説および改良歌謡を多く著し、朝刊売りおよび通りに店開きした書店の商

売用に備え、毎冊十文二十文とかで売るのは、専ら字を知る機会が極めて少ないための方法である。）

（五）組織改良説書社、兼設法取締弾唱家。（改良説書社を組織し、同時に法を設けて弾唱家を取り締る。）

（六）改良劇本。演新劇最足感発人心。然成本甚釦、不如多著改良劇本、可演、可講、可唱。偉

説書者、弾唱者作為材料。（劇本を改良する。新劇を上演すれば最も人心を感発するに足る。だが資本がか

かりすぎ、改良した劇本を多く著す方がよい。演じてよし、講じてよし、歌ってよし。説書する者、弾唱する者

の材料とすることができる。）

　なお沈亮稟「欲卜民国前途之幸福須看今日国民所尽之義務」（民国前途の幸福を占うには今日の国民の尽

くすべき義務を見る必要がある）によれば、社会教育の効果については教育部や各省の都督が評価してお

り、多額の経費を補助しているという。

北京教育部切実提侶社会教育　各省都督熱心提侶演説団的也恨多　補助経費多的毎年一万以上

少的毎年亦不下七八千金　……倫若熱心宣講　能鰺転移風俗　就是莫大的功労了。（北京教育部は

切に社会教育を提唱しており、各省の都督も熱心に演説団を提唱するものが非常に多く、補助経費は多額のもの

で毎年一万以上、少額でも毎年七八千金を下らない。……もし熱心に宣講して風俗を好転させれば、莫大な功労

である。）

　また地方自治のために奔走する六不先生を小説形式で描写する社会小説『六不先生記』（何勤著）

を掲載する。27

第一回　叙家世歴代清券　錫嘉名尽人欽仰

当今有一個大英雄　人皆城他倣六不先生　他先生不肯倣官　只在郷間辮些地方自治的事　我把

他先生所倣的事　用小説体裁　倣成六不先生記　使我国衆同胞看了。（当今一人の大英雄がおり、人

はみな彼を「六不先生」と呼んでいた。この先生は官吏になろうとせず、田舎で地方自治の事を行っていた。私

はこの先生の活動を小説の体裁で「六不先生記」を著し、我が国の同胞にお読みいただく。）

⑤陳西省模範巡行宣講団講案（民国二年～民国三年〔一九一三～一九一四〕）

　残本。陳西省教育司が社会教育資料として編纂させ、地方巡行に使用した宣講の原稿。種々の文

明に関する宣講原稿を掲載する。

第一集第一編「説宣講」（民国二年九月）、第五編「留音器」（ラジオ）（同上）、第六編「民与国」

（同上）、第七編「談天」（同上）、第九編「脳部衛生」（同年十二月）、第二集第一編「告我農」（農

民に告ぐ）（同年十月）、第二編「開知識」（知識を開く）（同上）、第七編「戒嗜好」（嗜好を戒め

る）（同上）、第九編「勧女学」（女子に学問を勧める）（同上）、第十二編「説粁種」（穀物の種子）
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（同上）、第十四編「勧種桑」（耕作養蚕を勧める）（同上）、第十六編「説人身生理」（同上）、第

三集第四編「養蚕」（同年十一．月）、第六編「説体育」（同上）、第八編「識字」（同上）、第四集第

一編「新年楽」（民国三年一月）、第四編「夜学校」（同上）、第五編「戒説読」（嘘を戒める）（同

上）、第八編「改良牧羊」（同上）、第九編「説信用」（同年二月）、第十一編「天灯談」（同上）、

第六集第九・十・十一・十二編「釈忠」「灌田新法」「経商談」「大彼得伝」（ピョートル大帝）（民

国三年四月）、第七集第一・二・三・四編「李二曲」「戒驕傲」「骨粉肥田法」「自作華」（自業自

得）（同年五月）、第八集第十三・十四・十五・十六編「富春江」「韓世忠」「飲料衛生」「励恥」（恥

の勧め）（同年六月）、第九集第五・六・七・八編「蘇武」「不薬良方」「勧募内国公債」（国債の

勧め）「解釈中立条例」（同年十月）、第十集第五・六・七・八編「敬姜績麻」「豆腐」「椿蚕」「洋

椀」（同年十一月）、第九・十・十一・十二編「胎教」「解釈国有荒地承墾条例」「李泌」「肥料」（同

上）。

　第一集第一編「説宣講」には、この宣講団が結成された経緯について、陳西省では学校教育を受け

ることができない者が多く、陳西教育司が社会教育を必要としたためだと説いている。

休道那宣講団是誰辮的啄。這是陳西教育司為実行社会教育綾開辮的。……陳西地方、面積五十万

方里、人口八百万、九十一県、統共只有両千来学堂、也不過有五六万学生。想起家貧上学的難

為，……教育司就伯我陳西長是如此不肯改変、所以按照各国最新的方子、辮這些学堂以外的教育。

（この宣講団は誰が設置したと思うか。これは陳西教育司が社会教育を実行するために開設したのである。……

陳西地方は、面積が五十万平方キロメートル、人口は八百万人、九十一県であるので、全部で二千ほどの学校し

かなく、五六万人の学生しかいない。家が貧しく入学するのが難しいのであろう。……教育司は我が陳西がいつ

までも変わらないことを恐れて、各国最新の方法に倣って、こうした学校以外の教育を始めたのである。）

　毎集表紙裏に「模範巡行宣講団編行条例」七条を掲示し、教育司の講演資料として出版したこと、

通俗を主旨とするため、白話演説のほか、小説・唱歌・戯曲各形式を採用することなどを述べている。

　　本講案、承教育司講演資料、継続出版、故一切宗旨範囲、悉遵教育司成例。（本講案は教育司

　の講演資料として継続出版する。故に一切の宗旨の範囲は、悉く教育司に遵うことを例とする。）

二　本講案、既以通俗為主、故白話演説而外、小説・唱歌・戯曲各体、全行采用。（本講案は、通

　俗を主旨としている。故に白話による演説のほか、小説・唱歌・戯曲の各スタイルを、すべて採用する。）

三　本講案、由模範巡行宣講団延聰高明著作家多員分類編輯、毎月約出講案二十冊、全年共約二

　百冊。（本講案は模範巡行宣講団が優秀な著作者多数によって分類編輯して、一月約二十冊、一年で約二百冊

　を発行する。）

　裏表紙には「大綱」を掲載しており、共和・法令・道徳・風俗・衛生・尚武・実業・科学を重視

することを提唱している。

一
、発揮共和真理（共和の真理を発揮）。二、解釈現行法令（現行法令を解釈）。三、尊崇公共道徳（公

共道徳を尊崇）。四、改良腐敗風俗（腐敗した風俗を改良）。五、注意衛生要旨（衛生の要旨に注意）。六、
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鼓励尚武精神（尚武精神を奨励）。七、提侶各種実業（各種の実業を提唱）。八、化除一切迷信（一切の

迷信を排除）。

　本講案の特徴は、宣講の対象が陳西の人民であるため、陳西の人民に親近感をいだかせるよう、陳

西の古今の出来事を例に挙げるところにある。たとえば「徳育」については、陳西の祖先である秦の

商鞍（紀元前三九五～三三八）が私事よりも国事を重視したことを例に挙げて、その血統を継承する

陳西の人民を鼓舞している。こうした形式は聖諭宣講の伝統を継承していると言える。

現在要先講徳育。我伯大家聴的不耐煩。先講一個古今。当初秦国（就是今日陳西地方）想覇諸侯、

就到商鞍処問計。那商鞍対秦王説、「秦国向来風俗総是強桿、百姓都是替公家出力打侯。……。」

秦王聴了這話、也覚有理、就因此設法錬兵、成了覇王。由此看来、陳西人民的祖先、是人人把国

家的事看的重、把自己私事看的軽。……（今まず徳育にっいて講じましょう。私は皆さんが退屈されると

いけないので、まず故事を一つお話しましょう。昔、秦国（今の陳西地方です）が諸侯の覇者となろうと思い、

商鞍に計略を問ねたところ、商鞍は秦王に対して、「秦国は従来風俗が総じて強桿で、百姓はみな国家のために

カを出し戦争をしてきました。……。」）秦王はこれを聴いて、もっともだと思い、法を定め兵を鍛えて、覇王と

なりました。このことから考えると、陳西人民の祖先は、誰もが国家の事を重んじ、自己の私事を軽んじたので

す。……）

　「談天」28は演劇形式によって天文知識を受け入れることを宣講しており、西洋知識を排斥する義

和団の乱を背景にしている。歌詞は聖諭宣講と同じく十言定型句であり、たとえば主人公の女学生

王継英（小旦）が殺された父の吏部主事王英を悲しむ歌詞は以下のごとくである。

王継英在輪船涙流不断。思想起老参参心中痛酸。平日間習天文声光化電凡儀器与標本様様置全。

実想説作家庭教育模範誰知暁尭因此惹下禍端天不幸義和拳囲攻使館言巫良民作教友惨殺万千。

他言説読洋書即是造反。無端的害我父冤屈屈冤……（王継英、輪船にて涙止まらず、父のこと思えば心

中痛む。常ひごろ天文や科学をならい、器具や標本いろいろそろえた。本当は家庭教育の模範にと考えたが、禍

を引き起こすとは思いもかけず。不幸にも義和団が大使館を攻め、良民を教友といつわり惨殺千万。洋書を読め

ば謀反とし、非道にも父を殺した。……）

　「富春江」（激揚節義、戒止躁進）29も演劇形式の宣講であり、後漢の厳子陵（老生）を模範的な人物

として賞賛することを通じて、謹厳な生活態度によって富国強兵ができると説く。歌詞は十言定型句

である。

（老生唱）漢天子、建中興、火徳再生。論新政、第一是、風俗改良。勧同胞、再休要、競争妄想。

食権利、必定把、実業拠荒。敢見人、都照我、一般一様。……那時節、我国家、民衆土広。又何

難、一挙手、臣伏戎完。（漢天子、中興を建て、火徳は再生。新政は、まず要す、風俗の改良。同胞よ、くれ

ぐれも、妄想するな。利を貧れば、必ずや、実業を廃す。人人は、私を見て、ならってほしい。……そうすれば、

我が国は、発展しよう。難もなく、簡単に、異国に勝たん。）
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　「敬姜績麻」（励勤）3°も演劇形式の宣講であり、母敬姜（老旦）が魯国大夫公父歎に勤勉を勧める

ことを通じて、国民に勤勉を勧める。出典は『国語』魯語下で、歌詞は十言定型句である。

老旦扮敬姜、柱杖上唱。「人在世、把光陰、不可空過。失却了、好光陰、悔之奈何。切莫説、富

貴家、自在由我。更応当、尽職分、自倣生活。」（老旦が敬姜に扮して、杖をついて登場し歌う。「人生き

て、光陰を、空しく過ごさず。光陰を、失えば、悔いても及ばず。言うなかれ、富貴の家、自由自在と。なおさ

らに、職尽くし、生活すべし。」）

⑥山東通俗講演稿選粋（民国六年〔一九一七〕六月刊）31

　講演形式の宣講。山東省長公署教育科編。残第七～十四編。「教育類」「実業類」「禁煙類」「風俗

改良類」（七編）、「法治類」「国民常識類」（八編）、「提侶蚕桑染織類」「勢髪類」「国旗類」（九編）、

「愛国類」「守法類」「勤倹類」（十編）、「道徳類」（十四編）に分類し、講演原稿を撰集している。

編者は山東省立通俗図書館、山東省各県、他省（陳西・吉林・奉天・福建・湖北・京兆・湖南・甘

粛）、山東省立巡行講演団、山東私立通俗教育研究会、京師模範通俗教育講演所等である。

　たとえば第十編教育類「図書館与宣講所的関繋」（図書館と宣講所の関係）（招遠県）では、識字

者のために図書館があり、文盲者のために宣講所があると説明している。

那通俗図書館　是対於識字人設立的　……凡一切的新書報紙　無所不備　願大家常常到這館内

閲覧　則多有点聞見　……至這個通俗講演所　是対於不識字設立的　那不識字的人　従未受半

点教育　……於古今的実事　中外的政治　及一切風俗人情　毎日講演給大家聴聴（通俗図書館は識

字者のために設立されたもので、……一切の新刊書・新聞はみな具備しており、みなさんがいつも館内に来て閲

覧してもらえば、見聞を広めることができるでしょう。　……通俗講演所というものは、文盲者のために設立さ

れたもので、少しの教育も受けていないため、……古今の実事や中外の政治、および一切の風俗人情を毎日みな

さんに講演して聴いていただきます。）

⑦通俗教育叢刊二十一輯（民国八年～民国＋四年、一九一九～一九二五）32

　通俗教育研究会編。通俗研究会は民国四年（一九一五）七月、教育部が設置した機関であり、通

俗教育事項（小説・戯曲・講演）を研究することを通じて社会を改良し、教育を普及することを宗

旨とする。本書には「挿図」「論著」「訳叢」「小説」「戯曲」「講稿」「報告」「章程」「表冊」「函憤」

「調査」「時聞」「紀事」「雑組」を掲載する。

　第一輯（一九一九）には「小説」『立志小説　小車夫』を掲載し、駝駝の名前を先生に聞いて覚

える賢明な子供を主人公とする作品によって勤勉を奨励し、「此児自小就知道用心、所以後来成家

立業、為一般国民的模範。」（この子は小さいときから賢明であったので、後に家業を興して一般国

民の模範となったのである）とたたえる。「時聞」『教育部之新禁令（取締劇本）』では、「教育部以

演劇一道関於社会風俗影響甚大、旧劇改良為不可緩之図、……毎日所演戯本、預為抄送該部通俗教

育会考査訂正。」（教育部が演劇の社会風俗への影響が甚大であり、旧劇改良が急を要する事だと考

えて、……毎日上演される脚本をあらかじめ教育部の通俗教育会に送って考査し訂正させた）（時

報）ことを報告する。第七輯には「劇本」『百錬鋼』を掲載して勤勉を推奨し、「宗旨」に「法重家

庭教育立身勤倹、且為窮不失志者勧。」（家庭教育と立身勤倹を重視し、かっ窮して志を失わざる者
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を勧奨する）と言う。第八輯「函憤」には『取締戯劇』を掲載して通俗教育に演劇を活用すること

を提唱し、「通俗教育之利器有三、日報紙、日演説、日戯劇。……其収効博而且大者、豚惟戯劇。」

（通俗教育の利器に報紙演説、戯劇の三あり。……その効果が大きいのは戯劇である）と述べる。

⑧通俗講演設施法（民国二十一年〔一九三三〕三月刊）33

　朱智賢編。山東省立民衆教育館34出版部。第一章「何謂通俗講演」では、通俗講演とは、「用浅

近的語言向普遍的大衆発表意見」（わかりやすい言葉で一般大衆に向けて意見を発表すること）と

定義し、デンマーク・ロシア・スウェーデン・日本の例を挙げて、民国においては「鼓励愛国」（愛

国を奨励する）、「勧勉守法」（法律を守らせる）、「増進道徳」（道徳を増進する）、「灌輸常識」（常

識を植え付ける）、「啓発美感」（美感を啓発する）、「提侶実業」（実業を提唱する）、「注重体育」（体

育を重視する）、「勧導衛生」（衛生を導入する）を要項とし、民国四年には通俗講演が盛行して省

立講演所が設立され、民国六年（一九一七）には巡廻講演団が成立し、民国十八年（一九二九）に

は省立民衆教育館が成立し、講演部が普通講演・幻燈講演・化粧講演を行ったこと、『山東通俗教

育講演稿』のほか、『通俗講演専刊』『講演設施法』『通俗教育講演設施法』『通俗講演専刊』『通俗

講演稿』『化粧講演稿』を出版したことを述べている。

　ちなみに「団結禦侮」（化粧講演稿）は民国二十年十月に民衆影戯院で上演された演劇作品であ

り、土地を争う張・李二人が日本人に土地を奪われて殺されると、王がその復讐をして、次のよう

に国民に覚醒を呼びかけている。

諸位。伽看。現在日本是何等的狙獄。……諸位。不要再酔生夢死。快快掌出熱血来、在政府領導

的下、努力救国、共禦外侮。（みなさん。ごらんなさい。現在日本はなんと横暴なのでしょう。……みなさ

ん。もうぼんやりとしていてはなりません。早く熱血を出して、政府の指導の下、救国に努め、一緒に外国の侵

略をふせぎましょう。）

　さらに化粧講演の特色については、演劇と違って、教訓を重視し、演劇という工具を借りて民衆教

育を実施し、社会の風俗を改善すると述べる。

他一面採取戯劇的形式、但其目的不在演戯、而在以此為手段為工具来実施民衆教育、来改善社会

風俗的。（それは一方で演劇の形式を採用するが、その目的は上演にあるのではなく、それを手段とし工具とし

て民衆教育を実施し、社会の風俗を改善するのである。）

⑨〔漸江省〕通俗講演材料専号（民国二十四年〔一九三三〕一月刊）　35

　第九省学区地方教育輔導叢書之一。漸江建徳県立民衆教育館主編第九省学区地方教育輔導会議

辮事処発彷漸江の民衆教育館は、教育庁が民国十八年に各県の通俗教育館を改称したものである。

36主題として「新生活運動」「提侶国貨」「国慶与国難」「健康衛生」「拒毒」「破除迷信」「勧学」「防

災救災」「其他」があり、その中で演芸形式を用いた通俗講演は「実行新生活」（化装講演）（建徳）、

「勧用国貨」（化装対白）（建徳）である。「実行新生活」（二幕）では、女子の衣服改革を主題とし

ている。
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民先「姉姉！紅紅緑緑的衣服、我椚新生活運動是禁止的。因為一来這種布料多是仇貨、二来穿了

這種衣服、不免失了女子独立的人格、而有甘願倣男子玩物的傾向、実在要不得的。（姉さん！派手

な衣服は、私たちの新生活運動が禁止しているの。一つにはこの種の布が輸入品であること、二つにはこの種の

衣服が、女子独立の人格を喪失させること、そして甘んじて男子の玩物になる傾向があって、非常に悪いことだ

から。）

「勧用国貨」は、対話形式で、国産品の購入を奨励する。

甲（老嬌）「伽現在有銭、不知道倣人家。等到中国的金銭、統統被外国人睡去、財主的漸漸窮下

去、窮的便精窮去、到了国家財政破産、農村崩潰、中国被人家管去、倣了忘国奴的時候、伽即使

有銭、也用不成了。」（あなたは今お金があるのに、人らしくないわ。中国のお金が、根こそぎ外国人にだま

し取られ、金持ちが次第に貧乏になり、貧乏人がすかんぴんになり、国家の財政が破産し、農村が崩潰して、中

国が人に管理され、忘国奴になった時、あなたにいくらお金があっても、役に立たないのよ。）

⑩民衆教育館（民国三十七年〔一九四八〕七月刊）　37

　沈呂黙編。中華書局。第十章「推行民衆教育之実例」では、民国三十六年六月、上海市立実験民

衆学校が挙行した余銚路棚戸区の民衆教育の実例を挙げる。その「民之所好好之一江潅戯」（民の

好む所これを好む一江潅戯）では、民衆が愛好する従来の演劇を改良して宣講に用いることを提唱

する。

棚戸区居民、対江准戯有特殊的愛好。……但戯的内容都是神鬼奇怪、而封建意識非常濃厚。為了

改良戯劇的内容、我椚把劇本改編為勧識字和破除迷信的内容、改著現代服装、怖景也部分地依照

話劇形式。（棚戸区の住民は、江准戯を特に愛好している。……ただ劇の内容はみな鬼神怪奇であり、封建意識

が非常に濃厚である。戯劇の内容を改良するため、私たちは劇本を識字を勧め迷信を破る内容に改編し、現代の

服装に改め、舞台も部分的に話劇形式に依拠している。）

四　結び

　民国時代及び新中国の宣講は清末の説唱形式の聖諭宣講の伝統を継承して「聖諭」を宣講しながら、

新たに近代文化の伝授を主旨としていた。その形式は識字率の低い時代にあって文盲の聴衆が対象で

あったため、民衆が聴いてわかる白話による講演形式や、民衆を感動させる歌謡・演劇などの芸能形

式を採用することが効果的であると考えられた。
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⑦『通俗教育叢刊』第十五輯

〔附記〕本稿は人文学部平成26年度研究プロジェクト「近代における通俗教育に関する調査研究」

　　の成果である。
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13


